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13)C型慢性肝炎に対する肝N療法に
おける副作用の検討

品山 盛明･吉岡 光明
阿部 薄 く県立中東病院内科)

C型慢性肝炎に対し当院で行われたインターフェロL/

HyN)治療110症例における副作用について脱落症例呈語

例を中心に報告するB主な脱落原因は脱も 精神症状,

糖尿病の悪化であった.脱毛での脱落症例は3例,12週

から15遇で脱落し,総投与畳は各 3樹Mu.若年女性が

専心であった.稀神症状による脱落例は4例.6滴から

14週にうつ症状で発症,治療開始前から不眠や,神経質

な傾向がみられた.予め糖尿病を有していた2例が 王FN

開始直後からの同疾患の悪化により脱落 した に の2例

の経過を症例授示する).本治療は副作用により約 1割

が脱落 している.今後は院診適格体制の改善をはかるな

ど,白日作用への速やかな対応を図るための工素が必要と

思われる.

班)慢性肝疾患に対す る uDCA 療法の検討

畠山 塵秋 ･石塚 基成
植木 淳一 ･阿部 惇 (県立中央病院内科)

高木健太郎 ( 同 外科)

C型慢性肝衆25例 ｡C型肝硬変25例に,封筒法によっ

て uDCA (600mg/日)及び小栗胡湯 (7.5g/'日)を

6ケ月間投与し,肝機能の変動を評価 した.

U闇CA投与群慢性肝炎例では,GOT,GFr,T--GTP,

Alb,γ-盛 が改善し有岡と思われたが,肝硬変例では G母T,

GP㌻,r-G昔P,ZTT,Åib,r-glの改善を認めたもの

の,ehE の低下があり投与に際 しては,注意深い観察

を要する.小栗胡湯群慢性肝炎例では,ZTT,r-giゎ

改善を認めた.肝硬変例では Albの改善を認めたが,

UnCA 群と同様 chEの低下を認めた.C型慢性肝疾

患に対しては,現在インタ-フェロソが注目をあびてい

るが,インタ-フェロソ投与不能例や,無効例,投与後

荷上症例も多数存在 し, このような例に対 し申uDCA

投与が有用である可能性が示唆された.

15)小児肝限局性結節性過形成 好NH)の
1例
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(新潟大学小児外科)

審問 慶一 ( 同 第二病理)

小児の肝限局性結節性過形成 (FNM)は稀な疾患で,

本邦での報告も少ない中われわれは, 8歳女児で, 2年

間肝健太のため経過観察された後に,腹部超音波検査 ･

CT 梗塞にて肝厳癌が発見され,自覚症状は全く見られ

ないもののき血管造影 ･肝シンチグラフィーも含めての

画像診断で,肝細胞癌との鑑別が困難であり,手術的に

切除を行なった本腰鼻の 1例を経験 したので報告する.

16)経過が適えた高分化型肝細胞癌の1例

田辺 嘉也 ･新井 太
高橋 達 ｡市田 隆文
野本 等 ･卜村 鞘輝
朝倉 均 (新潟大学第三内科)

薄田 浩幸 ･厳寒 啓一 ( 同 第二病理)

初期の高分化型肝細胞癌を経験 したので報告する.初

診時,超音波検査において低エコ-結節として捉えられ

たが,髄の画像所見では確認されなかった.超音波下腫

療狙撃生検で明調細胞,脂肪化 榛の額洞側偏位,偽腺

管構造,高度細胞密度を昼する鼠繊所見が得られ,初期

の高分化型肝細胞癌と診断した.その後並存する肝硬変

の進展とともに肝細胞癌は血管造影を含む画像診断で進

行性の様相を示し,エタノール局注療法や経カテーテル

的腰痴栄養血管塞栓術を繰り返 した.最終的をこ腰痛進展

とともをこ肝不全,食道静脈療破裂により死の転機をとっ

た. 剖検所見では直径 1から 5cm の腫轟結節が肝内

に多発性に認められ,門脈浸潤が一部観察され組織塾は

率から低分化型肝細胞癌であった.

17)各種肢痛マ-カ-が高値を示 し,著明な リ

ンパ節転移をきた した肝細胞癌の 1浄3検例

E. : ･十 一一 ' 一.∫-∴ ･

症例は59才男性.発熱,腐部不快感,食欲不振,腰痛

などを主訴に来院.腹部エコ-にて肝全体に鷹轟の存在

を指摘され入院.採血検査上,C型慢性肝疾患の存在と

CEA,CA 19-9,AFP など各穫腰療マ-カーの著明な

上昇を認めた,諸検査から肝細胞癌と診断し,抗癌剤の

肝動脈内注入療法をおこなうも肝不全が進み死亡.剖検

では肝の腫癌とともに,腹腔内のリンパ節への転移が認


